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 県立病院法人（三病院共通）委員検証シート 

  １－１－３ 診療体制の充実 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 

H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  

 
業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（１）患者動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備・充実 

 項目番号16 

地域の医療機関、福祉施設をつ

なぐ架け橋として、患者やその家

族が安心して医療が受けられる

「地域に開かれた病院」としての

機能を果たす。そのため、「診療

連携部」「病診連携室」「連携パス

部」「なんでも相談室」の機能を

充実させ、患者動向や医療需要を

把握し、診療体制の整備・充実を

図る。 

 

・患者動向や医療需要の変化に即した組織改編等

を積極的に取り組んだ。 

○新設 

・院長代理（H23.4.1） 

・高度先端医療センター（H23.4.1） 

・臨床研究部（H23.4.1） 

・診療情報支援部－医療クラーク室（H23.4.1） 

・臨床工学部（H23.4.1） 

・心臓カテーテル室（心臓血管ｾﾝﾀｰ内）（H23.4.1） 

・成人先天性心疾患診療科（H23.4.1） 

・専門外来：頭痛外来・小児肝・内分泌外来、緩

和ケア外来、心臓リハビリテーション外来、脚

外来（H23.4.1） 

・母胎科（母とこども医療ｾﾝﾀｰ内（H23.7.1） 

・救急外科（H23.9.1） 

・総合リハビリテーションセンター（H23.11.1） 

・外来部（H24.1.1） 

○変更 

・臨床研修センター部 → 研修人材センター部

（H23.4.1） 

※事務局体制の強化（H23.4.1） 

・総務課人事労務担当チーフの設置 

・プロパー職員の採用 

Ⅳ （１）患者動向や医療需要の変化に

即した診療体制の整備・充実 

 項目番号15 

患者動向や周辺医療機関の状況

などに応じ、地域医療支援病院とし

て医療資源の活用を図れるように

医療連携に関わる部署を統合整備

し、スタッフの充実と専用スペース

の確保を行う。 

 

（１）患者動向や医療需要の変化に即した診療体

制 

の整備・充実 

 

・ 前方支援を担う医療連携室と後方支援を担う

医療相談室を統合し、地域医療連携センターを

新設し、同時にスタッフを増員した。紹介患者

に占める医療連携の割合が増加しており、地域

に医療連携予約体制が浸透している。 

 

紹介患者のうち医療連携予約の割合 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

４７.９％ ４９.８％ 

 

・ 内視鏡センター、中央採血室、点滴治療セン

ターの移転整備により、外来での効率的な診療が

可能となった。 

Ⅲ （１）患者動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備・充実 

項目番号15 

 病診連携機能を強化するととも

に、患者の動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備及び充実

を図る。 

病診連携の強化として、開業医・診療所（下呂市

内15、中津川市2、ほか）からの初診・検査予約に

対応するため、予約受付を当院の総合サポートセン

ター（地域連携室）で行い、病院と開業医・診療所

との棲み分けを図った。 

 

◆平成２３年度に診療所からの事前予約により下

呂温泉病院へ来院した件数等 

 
Ｈ２２ Ｈ２３ 

事前予約件数 １，０９８件 ７６６件 

初診患者数 １０，５０６人 ９，９６１人 

予約割合 １０．５% ７．７% 
 

Ⅲ 

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 

 

 

 

 

 

関する意見・その他コメント 
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検証 
結果 

 

Ⅲ 

検証 
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 
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検証 
結果 

 

Ⅲ 

検証 
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 
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検証 
結果 
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検証 
結果 

２ブロック：1-1-3 診療体制の充実～ 1-1-5 重点的に取り組む医療 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
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業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（２）多様な専門職の積極的な活

用 

 項目番号17 

・高度な専門性を有する医師等職

員の外部からの登用にあたり、そ

の専門性に応じた処遇が可能と

なる人事給与制度の更なる活用

を図る。 

また、平成２２年度に構築した

定年退職者の再雇用制度を活用

し、定年を迎えた職員のうち、質

の高い医療の提供に寄与すると

認められる医師等医療従事者の

雇用の充実を図る。 

 

・総合相談センターを設置し、総

合案内・相談受付(コンシェルジ

ェ)を置き、患者様等からの各種

相談を一体的に受け付け、相談の

内容により各々の専門窓口や専

門の職員に対応を引き継ぐ。 

 

 

 

・医師については年俸制による雇用制度を構築

し、高度な専門性を有する読影医（放射線診断

科）、精神科医（精神科）を登用した。 

 放射線科医師 H22：3名 → H23：3名 

 麻酔科医師  H22：5名 → H23：7名 

・非常勤職員の再雇用制度を構築し、質の高い医

療の提供に寄与すると認められる医師（麻酔科

医）を再雇用し、更なる充実を図った。 

 

 

 

・H23.4月から総合相談センターを開設し、窓口

担当者（コンシェルジュ）を常時２名を配置し、

多岐にわたる相談窓口の一元化を図った。 

窓口担当者が受けた相談を適切な担当者へ引

き継げるよう相談内容別の担当者一覧表を整理

し、迅速に対応できる体制とした。 

また、苦情についても各部門に担当者を選任し、

たらい回しとならない体制を構築した。 

Ⅲ （２）多様な専門職の積極的な活用 

 項目番号16 

・医師の過密業務の改善を図るため

昨年度、医師事務作業補助者を７名

採用した。今年度は、その効果を検

証しながら、４～５名を増員し、さ

らなる医師の業務負担軽減を図る。 

 

・独法化に伴い新たに労働基準法の

適用を受けることとなった。コンプ

ライアンスを徹底しながら、より良

い労働環境を整備するため社会保

険労務士を配置する。 

（２）多様な専門職の積極的な活用 

 

・ 医師事務作業補助者を７名から１６名へ増員

し、医師の過密業務の軽減を図った。その結果、

医師事務作業補助者を配置した部科の医師の約

９２％が業務の軽減につながったと回答してい

る。 

 

 

・ 病院に必要とされる専門性や能力を有した職

員を確保するため、社会保険労務士１名と相談

業務、病院経営業務の従事経験者各１名を選考

採用した。 

・ 定年を迎えた職員については、希望者全員を

再雇用することとしているが、退職する職員が管

理職で、組織にとって極めて有為な人材の場合に

は、非常勤の管理職員として再雇用できるよう規

程を整備した。 

Ⅲ （２）多様な専門職の積極的な活

用 

 項目番号16 

 高度な専門性を有する職員を外

部から登用するにあたり、その専

門性に適した処遇が可能となる人

事給与制度の構築に向け検討を行

う。さらに高度な専門性を有する

職員が定年を迎えた場合の再雇用

制度も構築する。 

法人と顧問契約を締結している人事労務コンサ

ルタント会社と相談・協議を重ね、年俸制の雇用制

度を構築し、平成２４年１月に年俸制による医師を

２名採用した。 

Ⅲ 

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 

 

 

 

 

 

関する意見・その他コメント 
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検証 
結果 

 

Ⅲ 

検証 
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 
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結果 
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検証 
結果 
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 県立病院法人（三病院共通）委員検証シート 

  １－１－４ 近隣医療機関等との役割分担・連携 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 

H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  

 
業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（１）近隣の医療機関との役割分

担の明確化と連携強化による紹

介率・逆紹介率の向上 

 項目番号18 

本院と地域の病院・診療所がそ

れぞれの特性を生かしながら機

能分担し、患者が病状に即した医

療を受診できるよう地域全体で

協力し、ケアしていくため、地域

の医療機関との連携及び協力体

制の更なる充実を図るとともに、

「地域医療支援病院」として、紹

介率（５０％以上）、逆紹介率（７

０％以上）の安定的な維持をめざ

す。 

・近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化

による紹介率・逆紹介率は年度計画を達成し、地域

医療支援病院として、地域医療の中核機能を果たし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紹介率・逆紹介率 

 H21 H22 H23 

紹介率 59.5％ 61.5％ 61.8％ 

逆紹介率 72.8％ 73.4％ 72.7％ 

 

・地域医療推進協議会の開催 

 当院の地域医療の現状と医療連携に係る問題点

等について意見交換を実施した。 

  第1回：平成23年6月20日 

  第2回：平成23年11月4日 

  第3回：平成24年1月20日 

  第4回：平成24年3月2日 

Ⅳ （１）近隣の医療機関との役割分担

の明確化と連携強化による紹

介率・逆紹介率の向上 

 項目番号17 

・年４回開催予定の地域医療連携推

進協議会を通じ、５大がんの連携パ

スについて運用の充実を図り、生活

習慣病関連の連携パスについて、パ

ス構築の準備、医師会への理解を求

めていく。 

・当院が二次医療病院であることを

地域の医療機関や住民に周知する

ことにより、紹介率６０％、逆紹介

率７５％以上の確保を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高度機器、開放病床の利用につい

ても引き続き利用拡大を促進する。 

（１）近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携 

強化による紹介率・逆紹介率の向上 

 

 

・ 地域医療連携推進協議会を年４回開催し、地元

医師会長をはじめとする関係者に、大腿骨頚部骨

折、脳卒中、５大がん、新たにスタートした狭心

症・心筋梗塞についての地域連携パスの普及促進

について理解と協力を求めた。また、糖尿病の地

域連携パス構築に向け、意見聴取を行った。 

・ 登録医を対象とした訪問活動や、ホームページ

による情報発信を行い、医療機関や住民に対し、

当院が急性期病院であること、かかりつけ医との

連携により、地域医療の向上を目指すことをＰＲ

した。紹介率、逆紹介率ともに高水準を維持する

ことができた。 

 

紹介率・逆紹介率 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

紹介率 ６０.２％ ６２.７％ 

逆紹介率 ７９.２％ ８３.８％ 

 

 

・ 高度機器利用については、電話予約の採用や当

日予約枠の新設により、開放病床利用について

は、登録医が電子カルテを利用できるようシステ

ム改修したことにより、利用しやすい体制を整え

た。あわせて登録医を中心とした訪問活動を通じ

てＰＲし、利用を促した。 

 

高度機器利用の年度比較 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

ＣＴ ５８０件 ６１０件 

ＭＲＩ ５４７件 ５４８件 

 

開放型病床利用の年度比較 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

医科 ０件 ４件 

歯科 ８件 １０件 
 

Ⅲ （１）近隣の医療機関との役割分

担の明確化と連携強化による紹介

率・逆紹介率の向上 

項目番号17 

 近隣の医療機関と連携強化する

ことで、紹介・逆紹介を促進する。 

 下呂市立金山病院との関係につ

いては、個々の病院ごとの重複投

資を避け、飛騨南部地域全体とし

て効率的・効果的な医療資源及び

人材配分を目指す。 

 また、引き続き下呂市と協議を

進め、次のとおり役割分担を明確

化する。 

ア 岐阜県立下呂温泉病院 

高度急性期医療（脳疾患、心疾患）、

二次救急医療及び産科医療 

イ 下呂市立金山病院 

初期医療、慢性期・回復期医療、

一次救急医療及び療養病床 

 また、脳血管障害後遺症等での

長期入院患者については、下呂市

立金山病院が受け皿の役目を果た

すなどの連携を確保することで、

地域で完結できる医療体制づくり

に努める。 

○近隣の医療機関との連携の強化を推進し、地域診

療所（かかりつけ医）と下呂温泉病院の役割分担に

努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紹介率・逆紹介率 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

紹介率 ３３．２％ ３４．５％ 

逆紹介率 ２７．７％ ３３．６％ 

 

下呂市立金山病院との関係については、下呂市健

康医療部との連絡を密にすることにより、下呂市の

医療政策に反映させるように努めた。 

Ⅲ 

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 
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業務実績、 
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自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（２）地域連携クリニカルパスの

整備普及 

 項目番号19 

 作成されたクリニカルパスの

有効性を検証し、達成率を向上さ

せる。また、既に進行中の急性心

筋梗塞、脳卒中、大腿骨頚部骨折

等の連携パスについては、更なる

改善・充実を図るとともに地域ガ

ン連携計画についても、大学病院

等関係医療機関と共同で取り組

む。また、岐阜地域医師会連携パ

ス機構による連携パスの院内で

の普及、活用に努め、適用率を高

める。 

・連携パス部では、院内への周知、定期的なモニタ

リングを行い、院内外の相談窓口となり連絡調整を

行った。 

・地域の医師会、大学病院を中心として、平成２３

年度は下記の通り会合を持ち、各パスのワーキング

への出席時に問題提起し、改善へとつなげた。 

 
地域連携パスの検討状況（平成２３年度学習会開催数） 

区分 回数 

胃がん １ 

肝炎 １ 

急性心筋梗塞 ３ 

大腿骨頸部骨折 ３ 

泌尿器 １ 

コーディネータ検討会 ４ 

 

・岐阜地域連携クリニカルパスは現在２１種類あ

る、当病院での平成２３年度運用実績は以下のとお

りである。 

連携パス名 Ｈ２２ Ｈ２３ 

急性心筋梗塞 １０件 ６件 

大腿骨頚部骨折 １６０件 ９１件 

脳卒中 ７２件 ２０３件 

胃癌ステージ1 ５件 ２８件 

胃癌ステージ

2・3 

２件 ３件 

肝がん ２件 １件 

大腸がん １１件 ４６件 

乳がん － １３件 

肝炎 － ２件 
 

Ⅲ （２）地域連携クリニカルパスの整

備普及 

 項目番号18 

・５大がん全てについて地域連携ク

リティカルパスを作成したことに

より、６０施設以上の地域医療機関

が連携登録施設となった。今後は、

昨年度に引き続き、がん診療連携拠

点病院地域連携強化事業、生活習慣

病医療連携推進事業の県主体２事

業を活用し、連携ネットワークのさ

らなる構築、周知、着実な運用を図

っていく。 

 

 

 

 

・生活習慣病関連の連携パスの作成

のため、現状を把握し、今後の進め

方を検討する。 

（２）地域連携クリニカルパスの整備普及等   

 

 

・ 大腿骨頸部骨折、脳卒中、５大がんに加え、狭 

心症・心筋梗塞の地域連携パスの運用を開始し 

た。 

 

地域連携パス運用実績の年度比較 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

大腿骨頚部

骨折 
８０件 ７９件 

脳卒中 ２５０件 ３２１件 

5大がん ０件 ４件 

狭心症・心筋

梗塞 
０件 １０件 

 

 

・ 糖尿病の地域連携パスを運用開始するために、

地域の医療従事者に対する説明会（医療連携講演

会）を開催した。 

・ 内分泌内科医師を中心としたプロジェクトチー

ムの結成により、平成２４年度にスタートできる

体制を整えた。 

 

共同指導・連携指導の実績 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 増減率 

退院時共同指導実績 37件 34件 －8.1％ 

介護支援連携指導 166件 197件 ＋18.7％ 
 

Ⅲ （２）地域連携クリニカルパスの

整備普及 

項目番号18 

 飛騨地域の中核病院として、他

の医療機関との機能分担と連携を

強化するために、地域連携クリニ

カルパスの整備に取り組む。 

平成２２年度に「東濃西部脳卒中地域連携パス」

に参画し、施設基準を取得・運用してきた。平成２

４年度から中津川市民病院が新たに加わることに

伴い、名称も「東濃地域脳卒中地域連携パス」と改

め運用していくことなったため、施設基準の変更手

続き等の調整・準備を行った。 

 また、平成２３年４月から「飛騨地域がん地域

連携クリニカルパス」とも連携し、飛騨地域におけ

るがん診療の一貫した運用等に協力した。平成２４

年４月の診療報酬改定で新設される「緊急患者搬送

地域連携受入（紹介）加算」の取得にあたり、他の

医療機関と連携するための調整を行った。 
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（３）地域の介護・福祉機関など

退院後の療養に関する各種情報

の提供 

 項目番号20 

 ＭＳＷの増員(3 名)を図るとと

もに、地域のかかりつけ医や訪問

看護師、介護支援専門員等との連

携及び協力の体制の充実を図る

ため、合同カンファレンスを開催

するなど、適宜連絡調整を図る。

また、病診連携部や地域医療部の

現状を分析し、機能強化を図るな

ど「病診連携システム」をさらに

推進させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「患者様の生活を支援するために、地域の関連機

関と協力し看護ができるように努めます」を目標に

実践した。 

○病診・病病連携の現状及び病診連携システムの取

り組み状況 

・開放型病床(100床)の利用状況（利用率） 

 H21：72.6％ → H22：75.3％ →H23:66.3％ 

・オープン病床クリニカルミーティングの開催 

 開催日：24年2月23日（木） 

 参加者：９６名（うち院外：３５名） 

・退院調整件数  

 H21(946件)→H22(1142件)→H23(1084件) 

・平成２２年４月から介護支援連携を実施し、近隣

の居宅介護事業者及び地域包括支援センターと連

携を図った。 

 介護施設・ケアマネージャからの連携連絡票数 

H21:47件 → H22:198件 → H23:254件  

・ＭＳＷの新規採用等による増員等（看護師からＭ

ＳＷへの振替）により、退院調整業務について効率

化と機能強化を図った。 

 退院調整看護師 H22：3人→H23：2人 

 退院調整ＭＳＷ H22：0人→H23：2人 

Ⅲ （３）地域の介護・福祉機関など退

院後の療養に関する各種情報

の提供 

 項目番号19 

・退院調整看護師の充実を図る。 

 

 

 

・退院前に医師や地域のケアマネー

ジヤーを交えた合同カンファレン

スを積極的に行う。 

（３）地域の介護・福祉機関など退院後の療養に関 

する各種情報の提供  

 

 

・ 平成２３年４月１日から退院調整看護師を１名

増員した。 

 

 

・ 退院前に医師や地域のケアマネージャーを交え 

た合同カンファレンスを積極的に開催した。 

開催件数 ２３１件 

Ⅲ （３）地域の介護・福祉機関との

連携の強化 

項目番号19 

 地域の介護・福祉機関との連携

を強化し、介護・福祉機関への患

者情報の積極的な提供や、退院時

カンファレンスの取り組みの強化

等により、医療から介護・福祉へ

と切れ目のないサービスの提供に

努める。 

退院時カンファレンスは 

【２２年度】７７件に対し、 

【２３年度】５６件 

平成２３年度は病棟において主体的に入院早期

から退院支援に関する病棟内のカンファレンスを

推進し、退院時カンファレンス件数は減少している

が、病棟内のカンファレンスでは患者の今後の病状

予測・退院後に予測される支援等を検討すること

で、電子カルテに患者情報（入院前の状況、背景、

入院後の状況、退院時に予測される状況、サービス

の必要性等）をほぼ９０％記載することが可能とな

った。  

また、在宅退院患者・家族に対して予測される介

護指導も入院後早期に病棟看護師が関わることが

可能となった。 

病棟看護師が積極的に地域担当者（ケアマネージ

ャー、訪問看護師等）と患者情報の確認、提供を行

うことで情報を共有することが可能となったため、

退院支援に関する意識が更に向上した。 

院内・院外問わず協働して支援を検討したことに

より、８２．５％の患者が在宅へ退院することがで

きた。 

 

○継続看護連絡会議の実施 

継続看護連絡会議の実施により、退院後も当院通

院予定の患者で継続看護が必要と考えられる患者

について、病棟看護師と外来看護師間で患者情報を

共有し、外来受診時のフォローに繋げることができ

た。 

・継続看護連絡会議 

【２２年度】４７回 

【２３年度】５６回 
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（１）救命救急センター（救命救

急医療） 

 項目番号21 

 岐阜地区の中核病院の救命救

急センターとして、平成 22 年度

に改定された救命救急センター

運営マニュアルに基づき、特殊な

症例を含めすべての救命救急疾

患（精神科疾患を除く）に対し全

診療科が対応し、二次・三次救急

患者を２４時間体制で受け入れ、

安心して受診できる体制を確保

し、更なる救命救急センターへの

機能の強化と充実を図り、「断ら

ない医療」を目指す。 

・岐阜地区の中核病院の救命救急センターとして精神科疾

患を除く全ての救急疾患を対象に、24時間体制で対応して

いる。また、平成２２年６月からは、地域の医療機関との

連携による体制をとっている。とくに二次、三次の重症症

例及び、複数診療科に係る重症症例を受け入れ救急医療の

完結を目指している。臨床検査、放射線検査を常時可能と

し、救急関係診療科は 24 時間呼び出し体制を採り、緊急

手術も常時行い得る体制を採っている。各種の高度診断用

機器、治療用機器を導入し、高度な医療が提供できるよう

に努めている。日本救急医学会認定医指定施設、基幹災害

医療センターに指定されている。 

 

・外来担当医は内科系、外科系、小児科系各々１名で 24

時間体制で対応している。また、夜間（17:15～翌8:30）・

休日は地域の医療機関と連携し、外科及び内科の医師の派

遣を受けるとともに研修医３名が診療に参加している。入

院診療は各診療科部長の責任下の主治医制である。 

  麻酔科医、産婦人科医、内科系および外科系の専門診

療科医：オンコール体制により常時専門的診療および手術

に対応できる体制を採っている。手術室看護師も当直看護

師２名に加えオンコール体制をとっている。 

 

病床利用状況 

年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

延患者数 ８，１４５ ８，４８３ ８，１８２ 

病床利用率 ７４．４％ ７７．５％ ７４．５％ 

 

救急車受入台数 

区分 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

救急車受入件数 4,328 4,888 4,709 

同 一日平均台数 11.9 13.4 12.9 

 

救急外来患者（診療科別：上位のみ） 

診療科・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

小児科 8,774 8,763 8,936 

消化器内科 3,060 3,169 3,207 

整形外科 2,365 2,537 2,604 

総合診療科 4,292 2,065 2,330 

外科 2,117 2,283 2,193 

循環器内科 1,838 2,092 1,885 

神経内科 826 1,549 1,665 

その他 5,396 6,517 6,534 

計 28,668 28,975 29,354 
 

Ⅲ （１）救命救急医療 

 項目番号20 

・救命救急センターと各診療科の緊

密な連携により２４時間を通して

の救急受け入れ体制の維持、及びさ

らなる充実に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ドクターカーのより効率的な運用

を目指すとともにドクターヘリと

のより良い協力体制の構築を模索

する。 

（１）救命救急医療  

 

・ ２４時間を通しての受け入れ体制をとり、救命

救急センターとしての役割を果たした。 

 

救命救急医療受入実績（延患者数及び病床利用率） 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

項目 延患者数 病床利用率 延患者数 病床利用率 

ＩＣＵ 1,650 56.5% 1,491 50.9% 

ＣＣＵ 788 72.0% 816 74.3% 

ＨＣＵ 2,421 73.7% 2,173 66.0% 

合計 4,859 66.6% 4,480 61.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車受入台数 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

受入台数 4,581台 4,620台 

一日平均台数 12.5台 12.6台 

 

 

・ ドクターカーとドクターヘリの運用実績を分

析・検証し、患者の発生地域ごとに有利な移送手

段の検討を行った。 

・ 平成２４年１月以降は、緊急走行できる医師が

減員したため、運用時間の制限をしながら稼働を

維持している。 

 

ドクターカー稼働実績 

 Ｈ２２ Ｈ ２３ 

出動件数 ４７７件 ４２１件 
 

Ⅲ （１）へき地医療の拠点的機能の

充実 

項目番号20 

 広大な診療面積と飛騨川水系に

沿った細く長い距離を有するとい

う特徴のため、病院という施設医

療のみでは住民の健康を守ること

はできないため、総合健診センタ

ー部において検診医療の機能充実

を図るとともに、さらに診療所と

の連携強化を図ることで、予防医

学、連携医療を構築し、「生活の場

の医療」の完成を目指す。  

総合健診センター部による検診医療の充実のほ

か、「下呂市がん検診」の受入れを行った。 

 

総合健診センター部 受診者数 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

１日ドック １，２８４人 １，２０１人 

１日＋ＭＲＩ ９１人 ７２人 

脳ドック １２人 １１人 

生活習慣病予防 １，１７０人 １，２７８人 

下呂市がん検診 ６８人 ７０人 

定期健診 ２７７人 ３９２人 

合計 ２，９０２人 ３，０２４人 
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業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（２）心臓血管センター（心臓血

管疾患医療） 

 項目番号22 

 心筋梗塞をはじめとする虚血

性心疾患、慢性心不全、弁膜症等

心臓血管系の疾患患者に対し、内

科系の循環器内科と外科系の心

臓血管外科が連携して治療する

チーム医療を推進するとともに、

専門の診療科(不整脈科、心臓カ

テーテル室)を設け、不整脈治療、

カテーテル治療、外科的治療、心

臓リハビリテーションなど患者

にとって最適な治療を提供する。 

・心臓血管センターは内科系の循環器内科と外科系

の心臓血管外科が共同で心臓血管系の疾患を治療

する部門で県内でも始めての施設である。 

・年間の手術件数（平成２３年度実績）は、２４０

例で、心臓外科領域では、冠動脈バイパス術などの

虚血性心疾患が４３例、人工弁置換術、弁形成術な

どの弁膜症が４２例などである。血管外科領域で

は、大動脈瘤手術、ステントグラフト内挿術などの

大血管が５３例、動脈バイパス術などの末梢血管が

１９例などである。 

 

手術・検査数 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

心臓カテーテル 1,618 1,619 1,600 

ＰＣＩ 430 460 443 

 

循環器系 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

Ａｂｌａｔ ９０ ９７ １３５ 

ＰＭＩ ６５ ５２ ５７ 

ＣＲＴ ８ １ ２ 

ＩＣＤ １９ １５ １５ 

ＣＲＴ－Ｄ ９ ３ ５ 

 

心臓呼吸器外科系  

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

ＥＶＡＲ  １５ ４２ 

ＴＥＶＡＲ  １ ７ 
 

Ⅲ （２）心臓血管疾患医療 

 項目番号21 

・１２８列ＣＴ等の先端機器導入と

スタッフの充実により、近隣の医療

機関との連携を強化し、引き続き治

療症例数の増加を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・狭心症、心筋梗塞の地域連携パス

を作成し、運用を目指す。 

（２）心臓血管疾患医療 

 

・ 心臓血管外科医の減員により手術症例数が減少

したが、大学病院、近隣病院と連携して診療を 

維持している。 

 

心臓血管手術症例数 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

虚血性心疾患 ３４ ２０ 

弁膜症 ３４ ２９ 

大動脈 ２１ １４ 

その他 １７ ２１ 

合 計 １０６ ８４ 

 

手術・検査件数 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

心カテ ９４４ ８４９ 

ＰＣＩ※ ３７９ ３７４ 

 ※PCI：冠動脈形成術 

 

循環器系 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

ｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ ２５ ２９ 

ＰＭＩ※ ４３ ６２ 

ＩＣＤ※ １１ １１ 

 ※ＰＭＩ：ペースメーカー埋込 

  ＩＣＤ：植え込み型除細動器 

 

 

・ 狭心症・心筋梗塞の地域連携パスの運用を開始

した。 

   地域連携パス登録医数  ４１名 

   平成２３年度パス運用実績 ９例 

Ⅱ （２）急性期医療の機能強化 

項目番号21 

 高度・先進医療、急性期医療及

び政策医療といった、他の医療機

関においては実施が困難ではある

が、県民が必要とする医療を提供

するとともに、岐阜県総合医療セ

ンター及び岐阜大学医学部附属病

院等との間で連携を強化し、高

度・先進医療を推進する。 

急性期医療の強化として、岐阜大学附属病院高次

救命治療センターから医師の派遣を受け、地域県民

が必要とする急性期医療の確保に寄与した。 

◆招へい状況 

・毎週水曜日又は木曜日（時間内）の救急外来 

・年延べ４５人 

 

◆救急患者受診者数 

Ｈ２２ Ｈ２３ 

４，７７５人 ４，７４１人 

 

◆救急車搬送患者数 

Ｈ２２ Ｈ２３ 

１，１８１人 １，２６９人 
 

Ⅲ 
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業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（３）母とこども医療センター

（周産期医療とこども医療） 

 項目番号23 

産科・総合周産期部、小児医療

関係各科（小児科、小児循環器内

科、小児腎臓内科、小児心臓外科、

小児外科、小児脳神経外科等）・

新生児内科を基幹として、各科の

枠を超えた母とこどもの総合的

な高度医療を提供する。新生児医

療センターでは専用のドクター

カー（すこやか号）により、他病

院・医院で出産した未熟児をはじ

めとする新生児疾患患者を医師

同乗で搬送・入院することで、後

遺症なき発育を目指す。また、各

センター等の充実を図ることで、

より高度なチーム医療を目指す。 

・４階のフロアー全体と３階及び５階のフロアーの一部で

構成され、新生児センター機能とハイリスクの妊産婦等の

医療機能などを統合し、産科と小児科の枠を超えた高度医

療を提供している。合併症妊娠や異常妊娠、多胎妊娠、産

褥異常、胎児異常等の患者の診療を行っている。 

・当院は、新生児センターと隣接しており、また中央手術

部にも１Ｗａｙで搬送できるので、いかなる周産期異常に

対しても最良の体制で対処している。 

・総合周産期母子医療センターには、当院に受診されてい

る妊婦だけではなく、県内や県外からの医療機関から、ヘ

リコプターや救急車による緊急母胎搬送などで紹介され

てくるハイリスク妊婦を２４時間態勢で、可能な限り受け

入れ、産科と新生児科が連携をとりながら総合的なチーム

医療を行っている。 

・当院で分娩される妊婦の７６．４％は他病院からの紹介

である。産科合併妊婦の６１．７％が早産である。これら

のほとんどが、母体救急搬送されてきた妊婦である。 

・母体搬送の受け入れ要請に対し、受入ができない事例が

あり、ネットワークシステムを活用し他の３次医療施設へ

の受け入れをしていただいた。 

・総合医療センター全体では、平成２３年４月現在４４名

の助産師が在籍し、助産師育成には毎年力を入れており、

周産期の病棟では、ほとんど全ての看護師が助産師資格を

有している。 

 

当医院でのネットワーク調整件数  

調整理由・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

産科病床満室 ０ １ ５ 

産科医師手術・処置 ３ １ ０ 

ＮＩＣＵ満床 ９ ５ ４ 

 

母体搬送の受け入れ件数 

区分・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

母体搬送 １１１ １２２ １７０（４） 

救急搬送 １５ １６ １１ 

※ Ｈ２３年度 （ ）数値はヘリコプター搬送 

 

産科合併妊婦 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

早産 １４６ １２９ １４５ 

ＰＩＨ ２８ ３５ ４９ 

常位胎盤 

・早期剥離 

１１ ７ ２ 

胎盤位置異常 ３０ １７ ３２ 

羊水の異常 １ ０ ９ 

血液型不適 １ １ ０ 

胎児異常 ７ ８ ３２ 

ＩＵＧＲ ６ １６ ２５ 

 

産科偶発合併妊婦 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

婦人科系疾患 １６ ２２ ３６ 

心・血管疾患 ２ ６ ５ 

血液疾患 ６ ０ ２ 

腎疾患 ６ ２ ６ 

糖尿病・妊娠性 ４ ６ ２３ 

Ⅲ （３）母子周産期医療 

 項目番号22 

地域周産期母子医療センターと

して２４時間受け入れ出来る体制

を整えている。現在の診療体制を維

持、充実させるために医師、助産師

の確保、増員に努める。 

（３）母子周産期医療 

 

・ 地域周産期母子医療センターとして２４時間受

け入れ出来る現在の診療体制を維持、充実させる

ために助産師を３名増員した。 

・ ＮＩＣＵについては、限られた人員の中、ほぼ

フル稼働の状態を維持した。 

 

周産期母子医療センターの主な実績 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

分娩件数 ４３５件 ４６２件 

年間

入院

者 数 

NICU ２１６名 ２４５名 

GCU ３６２名 ４１８名 

産科 ６３２名 ６６３名 

母胎搬送件数 ５６件 ６１件 

新生児搬送件数 ５４件 ７２件 
 

Ⅲ    
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自己 

評価 

糖尿病 

甲状腺疾患 ２ １１ １７ 

自己免疫・膠原病 ２ ０ ５ 

呼吸器疾患 ０ ３ ２２ 

消化器疾患 ３ ２ ０ 

精神・神経系 ０ ５ １１ 

運動機能系 ０ ０ １ 

 

ハイリスク妊婦・分娩等（対象者） 

区分・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

総合周産期加算 ２０１ ２６２ ３１４ 

ハイリスク妊娠 ６４ ４７ ６６ 

ハイリスク分娩 ４０ １７ ４０ 

救急加算 １２０ １２２ １７１ 

 

・新生児センター運営状況 

 総入院数は昨年よりも増加している。低出生体重児の救

命できる週数が年々低下し、現在は在胎週数２２週台の救

命も可能となっている。周産期センターの整備に伴い、在

胎２７週以前の母体搬送が増加し、１，５００ｇ以下の極

低出生体重児の入院が増加している。 

 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

院内出生 １７４ １９７ ２２４ 

院外出生 １２８ １３５ １３２ 

母体搬送 ８０ ８１ １１０ 

超低出生体重児 ２７ １２ ２５ 

極低出生体重児 ２７ ３３ ５４ 

 

新生児手術状況（件数） 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

小児心臓外科 ４ ６ ８ 

小児脳神経外科 １６ ５ ８ 

小児外科 ６ １３ １９ 

耳鼻科（気管切開） １ １ １ 

 

助産師外来・保健指導実績（平成２１年４月より開始） 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

保健指導 ２２９ ８６７ ９９２ 

助産師外来 ５ ２ ２ 

母乳相談 ２９ １２９ ２１０ 
 

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 
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業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（４）がん医療センター（がん医

療） 

 項目番号24 

平成 22 年 4月に地域がん診療

連携拠点病院として引続き指定

を受け、地域の医療機関と密接な

連携をとり、がん患者に対しより

質の高い医療を提供する体制（①

放射線治療体制、化学療法治療に

かかるがん診療体制、②緩和ケア

体制、③がん相談体制）の充実に

努めるとともに、がんに対し、早

期発見、早期治療など根治治療を

実施する。がん末期患者に対して

は医師、薬剤師、看護師などから

なる緩和ケアチームが、がんによ

る痛みや不安などの苦痛をでき

る限り少なくし、患者と家族がよ

りよい生活を送ることができる

よう支援する。また、がん患者と

家族の療養上の不安や悩みに対

応するために、「がん相談支援セ

ンター」の機能の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・がん医療センターは院内におけるがん医療に関す

る部門をまとめたものであり、（「緩和ケアチーム、

がん相談支援センター、セカンドオピニオン外来、

緩和ケア外来、化学療法室、キャンサーボード、が

ん登録室、地域連携がん部門・各診療部」により構

成し）がん診療連携拠点病院に関する事業を実施し

機能の充実を図った。 

 

院内研修会の実施 

開

催

月 

対象 内  容 

参加者

()は院

外 

５

月 

医師 医師の緩和ケア研修

会 

30 

(9) 

６

月 

全職員 岐阜県医療研究会：

がん治療を支える口

腔ケア 

148 

(32) 

９

月 

全職員 がん診療連携拠点病

院 5 周年記念講演：

がんの予防と発生 

162 

(1) 

７

～ 

12

月 

看護師 緩和ケアコース全６

回 

13 

(3) 

１

月 

全職員 臨床に生かす口腔ケ

ア 

90 

(0) 

３

月 

全職員 緩和ケア講演会 145 

(30) 

 

・また、奇数月の第２水曜日はがんカンファレンス

を院内・外の医師とともに行っており、がん事例の

検討が行われている。［年間参加者数 544人うち院

外212人（約40％）］ 

[がん関連認定看護師] 

がん性疼痛看護１名、がん化学療法看護１名、ＷＯ

Ｃ３名、摂食嚥下障害看護１名 

 

・緩和ケアチームの体制 

 医師（６名）、歯科医師（１名）、看護師（５名）、

薬剤師（１名）、臨床心理（２名）、栄養士（１名）、

リハビリ（１名） 

平成２３年度緩和チーム依頼者数は１７４人であ

った。 

 

治療の実績 

年度・区分 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

外科的治療 1,173 1,269 1,285 

外来がん化学療

法 
3,079 3,308 3,242 

入院がん化学療

法 
919 866 845 

放射線治療 419 421 400 

Ⅲ （４）がん診療拠点 

 項目番号23 

・がん地域連携クリニティカルパス

の運用拡大を図る。 

 

 

 

・最先端の放射線機器導入に向けて

治療棟を建設整備し、スタッフの研

修を進める。 

 

・地域の医師を対象とした緩和ケア

研修を開催する。 

 

・昨年度に引き続き院内キャンサー

ボードの質的・量的充実を目指す。

（年３回以上開催する予定 

（４）がん診療拠点 

 

・ がん地域連携クリニカルパスの運用促進のため

の啓蒙活動を行った。 

平成２３年度パス運用実績３例 

（前年度０例） 

 

・ がん治療成績の向上と患者負担の軽減のため

に、高精度放射線治療装置の導入を決定し、治療

棟建築に着工した。 

 

・ 地域医療従事者を対象とした緩和ケア勉強会を

月１回開催した。 

 

・ 院内・院外職員を対象にキャンサーボードを６

回開催し、がん患者の症状、状態および治療方針

等にかかる意見交換を行った。 

・ がん相談に関しては、電話相談３０件、面接

相談１９３件の相談を受け付けた。 

 

がん患者（入院）等の状況 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

患者数 1,338人 1,274人 

手術件数 1,052件 1,025件 

化学療法件数 884件 779件 

放射線施行回数 3,804件 3,177件 
 

Ⅲ   
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H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  

 
業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

がん患者数 

年度・区分 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

入院 2,426 2,409 2,513 

外来 49,997 54,574 61,128 

院内死亡がん患者 141 147 123 

 

・がん相談支援センターは、「相談室」「ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆ

ｵﾝ」「退院調整室」の３つの部署のがん相談をまと

めている。 

 

がん相談支援センターの活動実績 

H21 951件 

H22 1,130件 

H23 1,402件 

 

・相談内容は、 在宅医療、介護・看護、ホスピス・

緩和ケア、転院、セカンドオピニオン、治療の順で

多い。 

・また、２３年１月からは、がん患者サロンを「ほ

っとサロン」と命名し、毎月１回開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 

 

 

 

 

 

関する意見・その他コメント 
H22 
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結果 
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検証 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 

H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  H23年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価  

 
業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 
自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 
 

業務実績、 

自己評価の説明、特筆すべき事項 

自己 

評価 

（５）女性医療センター 

 項目番号25 

女性が診療、治療を受けやすい

女性専用病棟での治療を実施し、

婦人科疾患、乳腺疾患等さまざま

な女性特有の病気を持つ患者が

安心して治療を受けられるよう

プライバシーの保護と安らぎづ

くりに努める。また、女性の

「心」・「体」を総合的に診察する

「女性外来」を専門外来として設

置する。 

・診療体制は、院内各診療科常勤女性医師２０名（内科、

外科、産婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚科など）と昨年度１１

名と比べて増強を図り、サポート（必要に応じ、院内女性

心理療法士による心理カウンセリングも可能）している。 

・当院では、８階東病棟を「女性病棟」として、婦人科、

乳腺外科、外科、消化器内科の女性入院患者の治療に取り

組んだ。 

女性特有の病気を持つ患者が安心して治療を受けられ

るようプライバシーの保護や安らぎづくりに努めた。 

特にソフト面での気配りとして、カーテンの色、病棟の

色彩、談話室の雑誌、病棟に流れる音楽等に女性的なもの

を導入した。 

 

実績（８東入院患者数） 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

産婦人科 596 613 559 

外科 385 378 457 

消化器科 214 195 183 

 

婦人科疾患 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

卵巣癌 129 68 83 

卵巣腫瘍 70 72 66 

子宮癌（体・内膜） 95 75 71 

子宮筋腫 59 66 44 

子宮頚がん 69 95 79 

乳がん 149 139 169 

 

女性外来患者数 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

1,289人 1,133人 1,612人 
 

Ⅲ （５）精神科医療・感染症医療 

 項目番号24 

・感染症病床を確保し、引き続き対

象患者の受け入れ体制を維持する。 

・常勤精神科医師の増員を確実なも

のとし、病棟開設を目指す。 

・病棟マニュアル等、開設に向けて

の整備を行う。 

（５）精神科医療・感染症医療  

 

・ 感染症病床（６床）を確保し、引き続き対象患

者の受け入れ体制を維持した。  

・ 精神科病棟の開設に向けて準備委員会を立ち上

げ、マニュアル等の整備をおこなった。また、常

勤精神科医師１名を増員し、加えて平成２４年度

からは新規医師２名が確保でき、平成２４年５月

からの開設が可能となった。 

Ⅳ   
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 （６）緩和ケア 

 項目番号25 

・開設から１年が経過し、看護体制

が軌道に乗ったことから、今年度は

さらに緩和ケア病棟の運用を推進

し、受け入れ入院患者の増加を目指

す。 

・地域との連携を引き続き構築す

る。 

（６）緩和ケア 

 

・ がん看護専門看護師を２名に増員した。 

・ 入院患者数が前年度よりも増加した。 

・ 地域医療施設を対象とした講演会や、勉強会及

び学会発表を積極的に行った。 

 

緩和ケアの患者動向 

 Ｈ２２ Ｈ２３ 

入院患者数 2,332人 3,777人 

外来患者数 72人 101人 
 

Ⅲ   
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